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項目コード
No.

検査項目

2404 血清ＮＴｘ（骨粗鬆症）

項目コード
No.

検査項目 検体量 容器 所要日数
実施料
判断料

検査方法 基準値及び単位 備考

2800 グルカゴン（IRG）
血漿
0.5mL

D
(EDTA＋アプロチニン)

4～10 150
※4

RIA2抗体法
     70～174
　　　　　　　（pg/mL）

項目コード
No.

検査項目 検体量 容器 所要日数
実施料
判断料

検査方法 基準値及び単位

2196
ヒトパピローマウイルスDNA
(16型･18型･その他のハイリスクグループ)

子宮頸部
3.0mL

f4 3～6 360
※6

PCR
（リアルタイムPCR）

16型　　 　陰性
18型  　 　陰性
その他    陰性

 

 

 

 

ご挨拶 

  平素より、佐賀県医師会成人病予防センター業務には、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

今回は「検査受託再開」と「新規実施項目」についてご案内申し上げます。 

佐賀県医師会成人病予防センター 

担当理事   志 田  正 典 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

膵グルカゴンはインスリン拮抗作用を示し、肝グリコーゲン分解促進およびグリコーゲン合成抑制、アミ

ノ酸、乳酸などからの糖新生、脂肪分解、インスリン分泌促進など、血糖の上昇に寄与します。 血中グル

カゴン値が上昇する疾患として、グルカゴン産生腫瘍（グルカゴノーマ）、糖尿病、急性および慢性膵炎、

肝硬変、腎不全、飢餓などがあります。一方、低グルカゴン血症は慢性膵炎非代償期での膵性糖尿病、下垂

体機能低下症、グルカゴン欠損症などの場合にみられます。 

 

 

子宮頸がんは、ヒトパピローマウイルス（HPV）ハイリスク型が、持続感染することにより発症します。 

早期発見と進展リスクに応じた診療のために、HPVハイリスク型の感染有無の情報が重要となってきます。 

この度、従来のハイリスクグループ（31、33、35、39、45、51、52、56、58、59、68 型）に 66 型を

加え、 さらに、特にリスクが高いため、HPVワクチンの予防対象となっている HPV16型と 18型を 個別

に検出する本検査を受託開始いたします。 

 

 

 

 

No.142 

佐賀県医師会成人病予防センター (TEL 0952-31-8832) 

 

● 検査受託〔再開〕 

血清NTx（骨粗鬆症）検査につきまして、測定試薬の供給停止により一時受託中止とさせていただいてお

りましたが、供給が再開されたため受託を再開いたしました。 

 大変ご迷惑をおかけいたしましたが、今後ともご利用のほどよろしくお願いいたします。 

● 新規実施項目 

 グルカゴン（IRG） 

この度、体外診断薬として承認されたグルカゴンの試薬が発売されましたので、新規受託開始いたします。 

 

 ヒトパピローマウイルス DNA（16 型、18 型、その他ハイリスクグループ） 

新規保険収載：平成 25年 5月 1日 から適用 

※4 生化学的検査（Ⅱ）判断料 

※6 微生物学的検査判断料 


